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㸦ゞṇ㸧「2021ᖺ㸱᭶ᮇ_➨㸰ᅄ半ᮇỴ⟬ㄝ᫂㈨ᩱ」の一㒊ゞṇについて 
 

   

2020 ᖺ 11 ᭶ 11 ᪥㸦Ỉ㸧に公⾲いたしました「2021 ᖺ㸱᭶ᮇ_➨ 2 ᅄ半ᮇỴ⟬ㄝ᫂㈨ᩱ」に、

一㒊グ㍕にㄗりがございましたので、おルび⏦し上げますとともに、別⣬のとおりゞṇさせてい

ただきます。 

 

グ 
 

1. ゞṇの⟠ᡤ 

P㸷 2021ᖺ㸱᭶ᮇ ➨㸰ᅄ半ᮇ ᴗ⦼ᴫἣ ⬮ὀ 

 

(ṇ) Standard,Proプラン 898件 

(ㄗ) Standard,Proプラン 989件 

   

2. ゞṇの内ᐜ 

別⣬をご参↷ください。なお、ゞṇ⟠ᡤは下⥺で⾲♧しております。 
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©︎ AI inside Inc. 

2021年3月期 第２஛઄期 業ౚ໪ய

（百万円）
2020年３月期

通期
2021年３月期
8月公表の

業ౚ予୳（A）
2021年３月期
第２஛઄期（B）

進⎃૨
（B÷A）

売上高 1,591 3,577 1,948 54.5%

リカーリング 750 3,086 1,604 52.0%

セリング 840 490 344 70.2%

੾業利இ 432 1,035 1,011 97.6%

経ଞ利இ 409 1,032 1,010 97.8%

当期ෞ利இ 419 718 600 83.5%

※ DX Suite とIntelligent OCRは12,754契約（Standard, Pro プランは989契約, Liteプランは11,856）でした。Elastic Sorter は552契約、
Multi Form は690契約でした。AI inside Cube は79台のレンタルでした。政府の給付金事業等（のべ500以上の自治体が利用）による一時
೽要は落ち着いたものの新規受注がම調に増加しました。チャーンレートは2019年10月から2020年9月までの月平಑ 0.31% です。

※ 上期には、キャンペーン施策などによってDX Suite 契約数が急増させました。下期はキャンペーン施策等で契約数を急増させる予定はあり
ません。これまでに急増した൹客の体験をより良いものにするため、満足してご利用いただけるサポート、機能拡充、インフラ拡充を重点施
策とし、AIの利用回数を増やしていくことを目指します。

ၖ正前
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